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「北東アジア地域情報館」構築を目指した「北東アジア地域情報館」構築を目指した
地域創造戦略調査地域創造戦略調査

舞鶴市舞鶴市 経済部経済部 産業振興室産業振興室

働く場の創出グループ働く場の創出グループ

日時：日時：平成平成1818年年1212月月11日日（（金金））
場所：場所：三田共用会議所三田共用会議所

平成平成1717年度年度 全国都市再生モデル調査全国都市再生モデル調査
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舞鶴の舞鶴の紹介紹介

•• 人口約９４，０００人、重要港湾「人口約９４，０００人、重要港湾「京都京都舞鶴港」を擁し、古来か舞鶴港」を擁し、古来か
ら日本海の交流の拠点ら日本海の交流の拠点

•• 戦国武将細川幽斎が開いた城下町である西地区と、明治戦国武将細川幽斎が開いた城下町である西地区と、明治3434
年の鎮守府開庁により軍都となった東地区が、昭和年の鎮守府開庁により軍都となった東地区が、昭和1818年に年に
合併し誕生。合併し誕生。

•• 現在も、海上自衛隊舞鶴地方総監部、第八管区海上保安本現在も、海上自衛隊舞鶴地方総監部、第八管区海上保安本
部、舞鶴海洋気象台など、海事関係の重要施設が数多く所部、舞鶴海洋気象台など、海事関係の重要施設が数多く所
在。在。

•• 旧海軍工廠時代から続く「造船城下町」として、市内に多数旧海軍工廠時代から続く「造船城下町」として、市内に多数
の機械金属産業が集積の機械金属産業が集積

•• ロシア・ナホトカ市、中国・大連市、英国・ポーツマスとの姉ロシア・ナホトカ市、中国・大連市、英国・ポーツマスとの姉
妹・友好都市交流をはじめとして、北東アジア地域との連携・妹・友好都市交流をはじめとして、北東アジア地域との連携・
交流を推進。交流を推進。
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舞鶴

世界にはばたく「交流」ネットワーク都市世界にはばたく「交流」ネットワーク都市

大連

ナホトカ
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舞鶴の舞鶴の都市戦略と地域戦略都市戦略と地域戦略

•• 「住民満足度日本一のまち」の実現「住民満足度日本一のまち」の実現

•• 44年制大学のないまちにおける大学等高等教育機関との連携年制大学のないまちにおける大学等高等教育機関との連携

•• 対岸諸国との連携交流強化対岸諸国との連携交流強化による地域産業活性化による地域産業活性化

•• 地域の歴史資産「赤れんが倉庫群」の利活用地域の歴史資産「赤れんが倉庫群」の利活用

•• （仮称）和田埠頭の完成を見据えた港湾の（仮称）和田埠頭の完成を見据えた港湾の多機能化多機能化

平成平成1616年年77月月 地域経済活性化に向けた、仕掛づくり、種まきを地域経済活性化に向けた、仕掛づくり、種まきを目的とした組織目的とした組織

京都・京都・まいづるまいづる立命館地域創造機立命館地域創造機(MIREC(MIREC））を設立を設立
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平成１７年度平成１７年度 都市再生モデル調査事業の概要都市再生モデル調査事業の概要

•• 京都舞鶴港を拠点とした北東アジア地域との京都舞鶴港を拠点とした北東アジア地域との
「人・もの・情報」の実際の流れづくり「人・もの・情報」の実際の流れづくり

「情報」の流れづくり「情報」の流れづくり 「もの」の流れづくり「もの」の流れづくり 「「 人人 」の流れづくり」の流れづくり

舞鶴における「北東アジア地域情報館」構想の具現化

それぞれのアクションプログラムの実施と評価
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（１）「情報」の流れづくり（１）「情報」の流れづくり
地域内の対中国ビジネス環境づくり地域内の対中国ビジネス環境づくり

•• 地域内企業実態ヒアリング調査地域内企業実態ヒアリング調査

•• 中国人スタッフによる中国人スタッフによる中国ビジネス相談中国ビジネス相談

•• 対中国ビジネスマッチングシステムの構築対中国ビジネスマッチングシステムの構築

•• 中国に向けた舞鶴市企業情報の中国に向けた舞鶴市企業情報の

ホームページによる発信ホームページによる発信
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対中国ビジネスマッチングシステム対中国ビジネスマッチングシステムフロー図フロー図
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舞鶴企業情報舞鶴企業情報
ホームページホームページ
（中国語版）（中国語版）でのでの

発信発信
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（２）「もの」の流れづくり（２）「もの」の流れづくり
北東アジア諸国への水環境ビジネスの北東アジア諸国への水環境ビジネスの

展開をにらんだ新技術・新商品開発展開をにらんだ新技術・新商品開発

•• 「「Made in  Made in  まいづる」の製品の中国向け販売まいづる」の製品の中国向け販売

•• 災害時に利用可能な水質浄化システムの災害時に利用可能な水質浄化システムの
研究開発研究開発（市内企業と高専との連携）（市内企業と高専との連携）

•• 目利き委員会の開催目利き委員会の開催

•• 日中間の中小企業の連携日中間の中小企業の連携
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「「Made in  Made in  まいづる」の製品の中国向け販売まいづる」の製品の中国向け販売
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大連市大連市の専門家による市内企業との情報交流の専門家による市内企業との情報交流
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（３）「人」の流れづくり（３）「人」の流れづくり
北東アジア諸国からの北東アジア諸国からの

国際観光の誘致可能性調査国際観光の誘致可能性調査

韓国からの訪日教育旅行モデルツアー韓国からの訪日教育旅行モデルツアー

•• 平成平成1818年年22月月22日（木）～日（木）～22月月99日（木）日（木） 77泊泊88日日
•• 大学生対象の「日本文化体験ツアー」に、韓国から大学生対象の「日本文化体験ツアー」に、韓国から 1515名の名の
大学生等が参加。大学生等が参加。

•• 一般家庭へのホームステイや体験講座、日本の大学生や市民一般家庭へのホームステイや体験講座、日本の大学生や市民
との交流プログラムなどを実施し、ニーズ調査や有効性の検との交流プログラムなどを実施し、ニーズ調査や有効性の検
証を行った。証を行った。
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韓国からの訪日教育旅行モデルツアー韓国からの訪日教育旅行モデルツアー

韓国

プサン港

日本・関西舞鶴港

大阪・神戸・奈良

京都

日本文化体験
歴史体験学習

ホームステイによる市民との交流

日本の大学生との交流
有名観光地訪問
歴史体験学習
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韓国からの訪日教育旅行モデルツアー韓国からの訪日教育旅行モデルツアー



MIREC

韓国からの訪日教育旅行モデルツアー韓国からの訪日教育旅行モデルツアー
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産業連関分析の手法を使った産業連関分析の手法を使った
事業効果測定事業効果測定

•• 移輸出実態調査の実施による移輸出実態調査の実施による

市内の産業構造の分析市内の産業構造の分析

•• 「舞鶴地域産業連関表」の作成「舞鶴地域産業連関表」の作成
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効果測定結果①効果測定結果① （「もの」の流れづくり）（「もの」の流れづくり）

「メイドイン舞鶴」の製品が中国へ輸出された場合の地域経済への波及効果

製品Ａ（浄水器）
価格 １５万円 × ５，０００台 = ７億５，０００万円

現状の産業構造では、波及効果の大部分が市外へ流出してしまう！！

【原因】原材料は１００％市外から調達・大阪の大手商社を通じて輸出

市内に落ちるのは、人件費の１億５千万円のみ!!
これによる市内全体への経済波及効果は約２億円

その場合の市内産業全体への経済波及効果は

約１０億円

もし、市外への流出を食い止められたら！！もし、市外への流出を食い止められたら！！
原材料を市内業者から調達 市内の商社機能を育成
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効果測定結果②効果測定結果② （「人」の流れづくり）（「人」の流れづくり）

国際修学旅行の誘客による地域経済への波及効果
（仮定）年間６００人の修学旅行生を舞鶴市で受入れた場合

【直接経費】 一人あたりの滞在経費 約１１万円×６００人＝6,600万円

現状では、舞鶴市に落ちるのは 約3,123万円
（半分以上が市外へ流出）

効果を上げるには、
市内の観光産業の育成が必要



MIREC

成果と課題成果と課題
•• 地域内企業実態調査により、地域内における国際競争力のある地域内企業実態調査により、地域内における国際競争力のある
技術集積を確認することが出来た技術集積を確認することが出来たが、が、具体的なビジネスマッチン具体的なビジネスマッチン
グシステムの構築には、商談やマーケティング力などといったグシステムの構築には、商談やマーケティング力などといった地地
域内の域内の「商社的機能」「商社的機能」のの育成育成がが必要必要。。

•• 地域中小企業内での地域中小企業内での技術革新に対応し戦略を現実に実行でき技術革新に対応し戦略を現実に実行でき
るる 「ものづくり設計力」を持った人材「ものづくり設計力」を持った人材のの育成育成

•• 国際観光誘客については、将来の京都舞鶴港への旅客船によ国際観光誘客については、将来の京都舞鶴港への旅客船によ
る誘客を目標としたが、韓国の高いニーズやプログラムの有効る誘客を目標としたが、韓国の高いニーズやプログラムの有効
性は確認できたものの、京都舞鶴港の利用という点では、大阪性は確認できたものの、京都舞鶴港の利用という点では、大阪
港の定期フェリーの利用であったため検証できなかった。港の定期フェリーの利用であったため検証できなかった。
今後、舞鶴港への客船航路誘致について今後、舞鶴港への客船航路誘致について、試行的実施の積、試行的実施の積
み重ねによる課題の洗い出しみ重ねによる課題の洗い出しが求められている。が求められている。

•• また、地域内でのまた、地域内での観光サービス産業の育成観光サービス産業の育成が必要が必要
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平成平成1818年度の展開年度の展開

•• 「地域再生マネージャー」の招聘「地域再生マネージャー」の招聘
––大手総合商社から、現役の商社マンを招聘大手総合商社から、現役の商社マンを招聘

––市内企業への「目利き」、対岸諸国とのビジネス市内企業への「目利き」、対岸諸国とのビジネス
マッチングを実施マッチングを実施

•• 「国土施策創発調査」の実施「国土施策創発調査」の実施
–– アジア諸都市への連携・交流を支えるシームレスアジア諸都市への連携・交流を支えるシームレス
な交通体系に関する調査な交通体系に関する調査

––北東アジアとの国際フェリー等の実現を探る。北東アジアとの国際フェリー等の実現を探る。


